
 

 

大学での勉強において基本となるデータベース。 
すでに利用していると思うが、もう一度基本的なところを確認しよう。 
 

＜検索できるもの＞ 

図書や雑誌のタイトル 
※雑誌を検索する時には、論文が掲載されている「巻号」を所蔵しているかまで確認すること！ 
 

＜基本的な検索の仕方＞ 

●資料のタイトルや著者がわかっている場合 

 

 

●資料が決まっておらず、キーワード検索をする場合 

１．キーワードを検索ボックスに入力 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プルダウンから 

「書名に左の語を含む」 

「書名（完全形）」 

「著者名に左の語を含む」 

などを選択して絞り込む 

プルダウンは 

 「全ての項目から」のままで検索 

図書・雑誌を探す 

【OPAC の使い方】 



２．検索したキーワードの情報をもつ資料の一覧の中から、更に自分の興味に沿った資料に絞りこみをかける 

 

 

 

 

 

 

 

 

件名は 「本の内容を表す」言葉。 

キーワードである程度絞り込みを 

かけ、読みたい内容について書かれて

いる本に絞ろう。 

① １冊資料が見つかったら、 

同じ件名を持つ本に絞って 

更に検索をすることも可能！ 

②請求記号の１段目の数字は「分類記号」と 

呼ばれ、資料の内容を表す数字となっている 

⇒見つかった本の周りは同じ分野あるいは近接

した分野の本ということ。 

「ブラウジング」をすることで、OPAC では 

検索できなかった良い資料と出会えるかも！ 

検索のポイント！ 
 

検索は１冊見つかったら 
終わりではない！ 
丁寧に検索を繰り返そう！ 


